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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　チャンバ内に薬剤を収容し、且つスライド可能に配置されて、流出口に向かって遠位方
向に移動可能であることによりチャンバの容積を減少させて、薬剤を放出するピストンを
有する容器（102）、及び
　当該容器に固定される投薬アセンブリ（104）であって、固定されると、ドライバが前
記容器のピストンを遠位方向へ移動させることが可能な投薬アセンブリを備え、
　当該投薬アセンブリには、投薬アセンブリに容器が固定される際に、当該容器の第２の
固定手段（112）と係合する第１の固定手段（106）が画定されており、当該第１の固定手
段及び／又は第２の固定手段は、
　前記容器及び投薬アセンブリの一方と、前記容器及び投薬アセンブリの他方の少なくと
も一部との、直線的な非回転運動によって、当該容器が投薬アセンブリにロックされ、且
つ
　前記容器及び投薬アセンブリの一方と、前記容器及び投薬アセンブリの他方の少なくと
も一部との、回転的な非直線運動によって、当該容器が投薬アセンブリからロック解除さ
れる形状を有することを特徴とする医療用送達システム。
【請求項２】
　前記容器及び投薬アセンブリの一方が、前記容器及び投薬アセンブリの他方に設けられ
た、対応する半径方向に延びるコード化窪み（126）内に受容される、一又は複数の半径
方向に延びるコード化突起（107）を有しており、当該半径方向に延びるコード化突起と
半径方向に延びるコード化窪みが、所定のコード化形状を画定しない限り、前記容器が投
薬アセンブリにロックされることが防止される、請求項１に記載の医療用送達システム。
【請求項３】
　前記容器及び投薬アセンブリの一方が、前記容器及び投薬アセンブリの他方に設けられ
た、対応する凹部（136）に受容される、一又は複数の軸方向に延びる凸部（134）を有し
、当該軸方向に延びる凸部と軸方向に延びる凹部が、所定のコード化形状を画定しない限
り、前記容器が投薬アセンブリにロックされることが防止される、請求項１又は２に記載
の医療用送達システム。
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【請求項４】
　前記容器及び投薬アセンブリの一方が、回転可能な把持部材（150）を備えており、
　当該回転可能な把持部材と、前記容器及び投薬アセンブリの他方との、直線的な非回転
運動によって、前記容器が投薬アセンブリにロックされ、且つ
　前記回転可能な把持部材と、前記容器及び投薬アセンブリの他方との、回転的な非直線
運動によって、前記容器が投薬アセンブリからロック解除される、
　請求項１ないし３のいずれか一項に記載の、医療用送達システム。
【請求項５】
　前記第１固定手段（106）及び第２固定手段（112）の一方に、前記第１固定手段及び第
２固定手段の他方に設けられた、対応する半径方向に延びる固定用窪み（151）内に受容
される、少なくとも一つの半径方向に延びる固定用突起（152）が画定されている、請求
項１ないし４のいずれか一項に記載の医療用送達システム。
【請求項６】
　前記一又は複数の固定用突起（152）の少なくとも１つが、前記容器を投薬アセンブリ
に取り付ける際に、前記容器を投薬アセンブリと係合させると、前記固定用突起を半径方
向に内側又は外側に押し込む第１の傾斜表面（154）を有する、請求項５に記載の医療用
送達システム。
【請求項７】
　前記一又は複数の固定用突起（152）の少なくとも１つが、対応する固定用窪みの表面
（162）に係合する第２の傾斜表面（160）を有しており、前記投薬アセンブリに対して前
記容器を回転させると、当該傾斜表面により、前記固定用突起が半径方向に内側又は外側
に押し込まれる、請求項５又は６に記載の医療用送達システム。
【請求項８】
　前記容器が投薬アセンブリに固定されたとき、前記第１固定手段及び第２固定手段の各
々は、軸方向に整列する一の窪みから構成され、前記容器が投薬アセンブリに固定された
とき、前記第１固定手段及び第２固定手段の一方が、前記窪みによって画定される空洞内
において、軸方向に可動なロック部材（110）を更に備える、請求項１ないし４のいずれ
か一項に記載の医療用送達システム。
【請求項９】
　前記容器が投薬アセンブリに固定されているとき、前記容器と投薬アセンブリとを互い
に対して回転運動させると、前記ロック部材が半径方向に収縮又は拡大することで、前記
投薬アセンブリから容器がロック解除され、よって投薬アセンブリに対して容器が直線的
に可動となる、請求項８及び請求項１ないし３のいずれか一項に記載の医療用送達システ
ム。
【請求項１０】
　前記容器及び投薬アセンブリの各々が、半径方向に延びる一の接触面(146、148）を有
し、当該各接触面が、前記ロック部材に設けられた、対応する半径方向に延びる表面（14
2,144）と係合することにより、前記容器と投薬アセンブリを互いに対して回転させると
、前記接触面が前記ロック部材に円周方向の圧力を掛けて、当該ロック部材を拡大又は縮
小させる、請求項９に記載の医療用送達システム。
【請求項１１】
　請求項１ないし１０のいずれか一項に記載の医療用送達システムに使用される容器であ
って、前記チャンバ内に薬剤を収容し、且つスライド可能に配置されて流出口に向かって
遠位方向に移動可能であることにより、当該チャンバの容積を減少させて薬剤を放出する
ピストンを有する容器。
【請求項１２】
　円周方向に延びる窪み（114）と、当該窪みに受容されるリング状の前記ロック部材と
から構成される固定手段を含み、当該窪み内において前記リング状のロック部材が半径方
向に可動である、請求項１１及び請求項８ないし１０のいずれか一項に記載の容器。
【請求項１３】
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　円周方向に延びる窪み（114）と、半径方向に延びる接触面（148）を有する半径方向に
延びる凸部（105）とから構成される固定手段を含み、前記半径方向に延びる接触面が、
前記円周方向に延びる窪みと少なくとも部分的に軸方向に整列する、請求項１１及び請求
項８ないし１０のいずれか一項に記載の容器。
【請求項１４】
　前記容器は前記固定手段（112）から構成され、当該固定手段は、投薬アセンブリの半
径方向に延びる対応する固定用窪み（151）に受容される、少なくとも１つの半径方向に
延びる固定用突起（152）により特徴付けられ、少なくとも１つの当該固定用突起はさら
に、
　前記容器が投薬アセンブリに、直線的な非回転運動によって固定されるとき、当該固定
用突起（152）を半径方向内側又は外側に押し込む第１の傾斜表面（154）と、
　前記容器が前記投薬アセンブリに対して回転するとき、対応する前記固定用窪み（151
）の表面が係合する、前記固定用突起（152）を半径方向内側又は外側に押し込む第２の
傾斜表面（160）と、
により特徴付けられる、請求項１１及び７に記載の容器。
【請求項１５】
　一又は複数の半径方向に延びるコード化突起（107）及び／又はコード化窪み、及び／
又は、一又は複数の軸方向に延びる凸部及び／又は凹部（136）を更に含む、請求項１１
ないし１４のいずれか一項に記載の容器。
【請求項１６】
　請求項１ないし１０のいずれか一項に記載の医療用送達システムに使用するのに適した
投薬アセンブリ。
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